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【手続補正書】
【提出日】平成28年4月5日(2016.4.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
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　１０～３０アミノ酸長を有し、配列番号：８のアミノ酸配列の一部を含む単離されたペ
プチドであって、
　（ａ）配列番号：２または１のアミノ酸配列から選択される９を超えるアミノ酸長を有
する連続するアミノ酸配列；および
　（ｂ）（ａ）のアミノ酸配列において１、２または数個のアミノ酸が置換、欠失、挿入
および／または付加されているアミノ酸配列
から成る群より選択されるアミノ酸配列を含み、Ｔヘルパー１型（Ｔｈ１）細胞を誘導す
る能力を有するペプチド。
【請求項２】
　前記ペプチドまたはその断片が少なくとも２種類のＭＨＣクラスＩＩ分子に結合する能
力を有する、請求項１に記載の単離されたペプチド。
【請求項３】
　前記ＭＨＣクラスＩＩ分子が、ＨＬＡ－ＤＰ５、ＨＬＡ－ＤＲ１５、ＨＬＡ－ＤＲ８お
よびＨＬＡ－ＤＱの１つから成る群より選択される、請求項２に記載の単離されたペプチ
ド。
【請求項４】
　ＬＹ６Ｋ特異的細胞傷害性Ｔリンパ球（ＣＴＬ）誘導能を有するペプチドのアミノ酸配
列を含む、請求項１から３のいずれか一項に記載の単離されたペプチド。
【請求項５】
　（ａ）配列番号：２および１から成る群より選択されるアミノ酸配列；および
　（ｂ）（ａ）のアミノ酸配列において１、２または数個のアミノ酸が置換、欠失、挿入
および／または付加されているアミノ酸配列
から成る群より選択されるアミノ酸配列を含む、請求項４に記載の単離されたペプチド。
【請求項６】
　前記ペプチドが配列番号：６のアミノ酸配列を含む、請求項５に記載の単離されたペプ
チド。
【請求項７】
　請求項１から６のいずれか一項に記載のペプチドをコードする単離されたポリヌクレオ
チド。
【請求項８】
　（ｉ）Ｔｈ１細胞、
　（ｉｉ）ＣＴＬ、
　（ｉｉｉ）Ｔｈ１細胞を誘導する能力を有する抗原提示細胞（ＡＰＣ）、および
　（ｉｖ）ＣＴＬを誘導する能力を有するＡＰＣ
から成る群より選択される細胞の少なくとも１つを誘導するための組成物であって、請求
項１から６のいずれか一項に記載の１つもしくは複数のペプチド、またはそれらをコード
する１つもしくは複数のポリヌクレオチドを含む、組成物。
【請求項９】
　（ａ）請求項１から６のいずれか一項に記載の１つまたは複数のペプチド；
　（ｂ）請求項７に記載の１つまたは複数のポリヌクレオチド；
　（ｃ）請求項１から６のいずれか一項に記載のペプチドまたはその断片を自らの表面に
提示する１つまたは複数のＡＰＣ；
　（ｄ）請求項１から６のいずれか一項に記載のペプチドまたはその断片を自らの表面に
提示するＡＰＣを認識する１つまたは複数のＴｈ１細胞；および
　（ｅ）前記（ａ）から（ｄ）の任意の２つまたはそれ以上の組合せ
から成る群より選択される少なくとも１つの有効成分を含有し、ならびに
　（ｉ）がんの治療、
　（ｉｉ）がんの予防、
　（ｉｉｉ）がんにおける術後再発の予防、および
　（ｉｖ）前記（ｉ）から（ｉｉｉ）の任意の２つまたはそれ以上の組合せ
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から成る群より選択される目的のために製剤化されている、医薬組成物。
【請求項１０】
　ＭＨＣクラスＩＩ分子としてＨＬＡ－ＤＰ５、ＨＬＡ－ＤＲ１５およびＨＬＡ－ＤＲ８
から成る群より選択される少なくとも１つを有する対象への投与用に製剤化されている、
請求項９に記載の医薬組成物。
【請求項１１】
　ＣＴＬ誘導能を有する１つまたは複数のペプチドをさらに含有する、請求項９または１
０に記載の医薬組成物。
【請求項１２】
　ＭＨＣクラスＩＩ分子によって媒介される免疫応答を増強するための組成物であって、
　（ａ）請求項１から６のいずれか一項に記載の１つまたは複数のペプチド；
　（ｂ）請求項７に記載の１つまたは複数のポリヌクレオチド；
　（ｃ）請求項１から６のいずれか一項に記載のペプチドまたはその断片を自らの表面に
提示する１つまたは複数のＡＰＣ；
　（ｄ）請求項１から６のいずれか一項に記載のペプチドまたはその断片を自らの表面に
提示するＡＰＣを認識する１つまたは複数のＴｈ１細胞；および
　（ｅ）前記（ａ）から（ｄ）の任意の２つまたはそれ以上の組合せ
から成る群より選択される少なくとも１つの有効成分を含有する組成物。
【請求項１３】
　Ｔｈ１細胞を誘導する能力を有するＡＰＣを誘導するための方法であって、ＡＰＣを請
求項１から６のいずれか一項に記載のペプチドとインビトロで接触させる段階を含む方法
。
【請求項１４】
　Ｔｈ１細胞をインビトロで誘導するための方法であって、
　（ａ）ＣＤ４陽性Ｔ細胞を、ＭＨＣクラスＩＩ分子と請求項１から５のいずれか一項に
記載のペプチドまたはその断片との複合体を自らの表面に提示するＡＰＣと共培養する段
階；および
　（ｂ）Ｔ細胞受容体（ＴＣＲ）サブユニットの両方をコードするポリヌクレオチド、ま
たはＴＣＲサブユニットの各々をコードするポリヌクレオチドをＣＤ４陽性Ｔ細胞に導入
する段階であって、ここでＴＣＲが、細胞表面に提示されるＭＨＣクラスＩＩ分子と請求
項１から６のいずれか一項に記載のペプチドまたはその断片との複合体に結合することが
できる、段階
から成る群より選択される段階を含む方法。
【請求項１５】
　ＣＴＬをインビトロで誘導するための方法であって、
　（ａ）ＣＤ４陽性Ｔ細胞およびＣＤ８陽性Ｔ細胞の両方を、請求項４から６のいずれか
一項に記載のペプチドと接触させたＡＰＣと共培養する段階；ならびに
　（ｂ）ＣＤ８陽性Ｔ細胞を、請求項４から６のいずれか一項に記載のペプチドと接触さ
せたＡＰＣと共培養する段階
から成る群より選択される段階を含む方法。
【請求項１６】
　ＭＨＣクラスＩＩ分子と請求項１から６のいずれか一項に記載のペプチドまたはその断
片との複合体を自らの表面に提示する、単離されたＡＰＣ。
【請求項１７】
　ＡＰＣの表面に提示された請求項１から６のいずれか一項に記載のペプチドまたはその
断片を認識する、単離されたＴｈ１細胞。
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